High quality-single crystal growth and Fermi surface studies of rare earth compounds by 梅原 出 & Umehara Izuru
High quality-single crystal growth and Fermi
surface studies of rare earth compounds
著者 梅原 出
内容記述 Thesis (Ph.D. in Engineering)--University of
Tsukuba, (A), no. 994, 1992.3.25
発行年 1992
URL http://hdl.handle.net/2241/2925
【閉
氏　名（本　籍）
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
審査研究科
学位論文題目
主
副
副
副
副
査
査
査
査
査
うめ　　　はら　　　　　　　いずる
梅原　　出（夫阪府）
博　　士　（工　　学）
博　甲　第　994　号
平成4’年3月25日
学位規則第5条第1項該当
工　学　研　究　科
Righ　Qu刻ity－Sing工e　Crysta且Growth　㎜d　Fer㎜i　Surface　Stud量es　of　R鉗e　E鮒出
Co㎜pounds
（希土類化合物の純良単結晶育成とフェルミ圃の研究）
筑波大学教授
筑波大学教授
筑波大学教授
筑波大学助教授
筑波大学助教授
理学博士
理学博士
理学博士
工学博士
理学博士
岡
中
藤
吉
大
崎
尾
井
崎
貫
憲
保
亮
惇
誠
司
彦
造
睦
論　　文　　の　　要　　旨
　重い電子系の特異な現象を示す物質群として里希土類化合物は注目を集めている。特にセリウム
化合物はヨ（1）近藤効果を示さない争（2）近藤効果を示すが低組で磁気秩序をもつ争（3）近藤効果を示し
低温で磁気秩序をもたない、の3つに分類される。本学位論文の内容はヨ種々のセリウム化合物の
純良な単結晶を育成し冒横磁気低抗とドハース1ファン1アルフェン（dHvA）効果を測定し、重い
電子質量とフェルミ面の形状を決定したものである。その結果事（亙）～（3）の特性の違いを4f電子の性
質によって明らかにしている。本論文は4章から成る。第1章は序論であり雪希土類化合物におけ
る4f電子の近藤問題とフェルミ面の研究を概観しヨ本研究を位置付けしている。第2章ヨ実験方法
では試料育成方法と横磁気抵抗う硯vA効果の測定手段を著者の開発した点を含めて紹介している。
第3章では実験結栗と解析及び考察を。（1）～（3）の分類の代表的物質について述べていて事その内容
は以下のようにまとめられる。
（1）CeGa。：磁気低抗の結果から開軌道が存在すること害dHvAからフェルミ面は、較正物質LaGa。
　の場合にスピン分裂が起こった、ものであることが分かった。この系は雪4f電子が完全に局在して
　いるためヨ近藤効果を示さず質量も増大しない典型例である。
（2）Ceh。：まずf電子をもたない較正物質CeIn。のフェルミ面を硯vAにより決定した。その結果雪
　F点を中心とするほぼ球状の軌道に由来する正孔フェルミ面のdブランチをみつけヨその質量が
　方向によりLaIn。の5～7倍と増大してていることをみつけた。これは近藤効果の反映である。ま
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　た電子フェルミ面がCeIn。で観測されないことをヨ反強磁性状態での磁気的ブリルアン1ゾーンに
　よるフェルミ面の分断によるとして説明した。これらの結果からヨCeIn。は局在した重い電子系で
　あることを明らかにした。
（3）CeSn。：横磁気低抗の結果から事4f電子が1個遍歴電子となっている開軌道のない雪電子正孔
　同数の金属であると結論した。また樋vAにより決定したフェルミ面の主要なものはヨ遍歴電子の
　立場でのバンド計算によって説明できることを示した。更に。CeSn。のフェルミ面は4f電子のな
　い較正物質のLaSn。と異なることも実験的に明らかにした。結局CeS鴫は雪遍歴性をもつ重い電子
　系の例であることを結論した。
第4章では、結論が述べられている。
審　　査　　の　　要　　旨
　多くの種類の希土類化合物の純良な単結晶育成を果たしたことヨそれを用いたdHvA、横磁気低抗
の測定からフェルミ面を決めたことヨCeSn。が遍歴4f電子系であるとしたことは、多様な4f電子系
の磁性と電子状態に事新しい知見を与えラ重い電子系のフェノレミオロジーに重要な寄与したものと
して高く評価される。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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